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Ⅴ．特記事項 

 

1．「キリスト教的人間観」修得の可視化に関わる試みについて 

本学の「ディプロマ・ポリシー」（卒業認定・学位授与についての方針）の冒頭には、卒

業生に修得を期待する資質として、次のような目標が掲げられている。「キリスト教的人間

観を理解し生涯にわたって、自分に与えられた使命（Mission）を発見し、実現しようとす

る力が身についている」。本学はキリスト教精神に拠って建つ、キリスト教学校として、卒

業生がキリスト教的人間観を身に付け、自己の人生観と世界観を形成し、自分に与えられ

た人生の使命（ミッション）を見出し、積極的にそれを担い、充実した人生を送ることを

願っている。そのために毎日行われる礼拝、１・２年生の参加する一泊セミナー、１・２

年生必修のキリスト教関連科目が設けられてきた。これらに加え、新たに最終年次に、各

専門領域とキリスト教精神との関係を学ぶ科目の設置を検討している。 

 本学における学修効果の可視化の努力の一環として、この「キリスト教的人間観」の修

得についても、その試みが開始されている。その具体的手がかりの一つとして令和２（2020）

年度より学校法人河合塾と株式会社リアセックが共同で開発し実施しているアセスメント

テスト「PROG」(Progress Report on Generic Skills)を導入している。本学ではこのテス

トに独自の設問を設け、「キリスト教的人間観」に関わる 10の問いを学生に問い、PROGと

連動したアンケートとして実施している。「自分が神と人に愛され、喜ばれる、個性ある大

切な存在だと思いますか」、「タラントン（賜物）を使い、人や社会、神のために果たす、

何らかの使命が、自分にはあると思いますか」、「他者もまた、神と人に愛され、喜ばれ

る個性ある大切な存在だと思いますか」、「個性を認めることができ、その意見を真剣に

聴こうと思いますか」、「矛盾や課題を解決し、使命を実現するために、大学での学びを

活かし、目標や方法を考え、計画を立てようと思いますか」といった問いへの回答を集計

し、ほかのアセスメント指標との相関を探りつつ経年的に追跡をする予定である。 

もちろんキリスト教教育の実りのすべてが在学中に可視化されるとは限らず、卒業後何

年も経てから思いもよらなかった実が結ばれることも珍しくない。卒業して何年も経てか

ら、在学中に触れたキリスト教的価値観や人間観・人生観の大切さに気づかされることも

起こっている。しかしそれと同時に、本学が重んじている『聖書』は、神の霊が人間を「神

の協力者」（コリントの信徒への手紙一第３章９節）として豊かに用いてくださることを

教えており、神の霊は「愛」、「喜び」、「平和」、「寛容」、「親切」、「善意」、「誠

実」、「柔和」、「節制」といった具体的な目に見える実りを結んでいくことを語ってい

る（ガラテヤの信徒への手紙第５章 22-23節）。学生が在学中に本学のキリスト教教育を

通して何を受けとめ、どのような思いを巡らし、どういった変化や成長を経験したのか、

その目に見えるところを意識し、見つめ直すことは、本学の教育の更なる質向上に資する

もとのとなると確信している。 

在学中にディプロマ・ポリシーで目指されている卒業生の姿に照らして、何がどの程度

達成されたのかを把握し、更なる教育の向上に資するものとしながら成長し続ける教育共

同体の形成を本学は目指している。この試みが教育機関としての本学の自己吟味と継続的

成長に資するものとなり、それが更なる教育効果を伴った学生の学びへと還元されていく

ことを願っている。 


